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１．本園の教育・保育目標 

 

『耐える心と乗り越える力』を培う教育・保育を目標に、心身共に健康で心豊かな園児の育成を 

目指します。 

（１） 挨拶のしっかりできる子ども 

挨拶はコミュニケーションの第一歩です。明るく元気に誰にでも挨拶が出来る子どもを育てます。 

（２） 人の話をしっかり聞ける子ども 

乳児期から絵本の読み聞かせを多く取り入れます。落ち着いた環境の中で、人の話を聞く態度を 

身に付け、自分で表現する力を育てます。 

（３） 元気になかよく遊べる子ども 

散歩や戸外遊びを通し、四季折々の自然に触れのびのびとした環境の中で、遊びを見つける力、 

遊びを生み出し発展させていける力、無から有を生み出す力を育てます。 

（４） 根気強くやり通せる子ども 

子どもの可能性を信じ、色々な事に取り組み小さな頑張りを褒め、最後までやり通す意欲を育てます。 

 

２．本年度、重点的に取り組む目標・計画 

 

  昨年度末より新型コロナウイルス感染が日本にも入ってきた。情報をしっかりキャ 

ッチし安全に子ども達をお預かりできるように対処していく。子どもの主体性を導 

く教育・保育の浸透も今年が確立していくためにも重要な年であるため、園内研修や外 

部研修等にも積極的に参加を進めて参りたい。 

 

３．評価項目の達成及び取組状況 

評価項目 取組状況 

① 教育・保育理念・方針の明

文化と周知 

新型コロナ感染症の影響でほとんどの行事が中止となって

しまったが、限られた集まり等の中で伝えていった。 

② 認定こども園教育・保育

要領への対応 

子どもの主体性を育む行事や活動が困難であったが、日々

の生活の中でコーナ保育や遊び込み、主体的ランチタイム

の導入で子どもの考える力を培う保育に重点を置いた。 

③ 職員の資質・保育の質の

向上 

ほとんどの研修が中止となぉつてしまい園内研修も密にな

るため行えない状態となっていたが、ZOOMを利用した研

修等が進みだし、積極的に導入を図った。 

④ 保幼小中の連携 

学校訪問や学校見学等を企画していたが、学校、園共に話

し合い感染予防のために中止とした。学童の子ども達と接

する機会が多い光輪会では、小学生との触れ合いも多く活

動も身近で感じられるため子どもたち同士による成長の見

通しは立ちやすいのではないかと感じている。小学校との

連携も情報交換を密にしできる活動を今後も進めて参りた

い。 



 

⑤ 防災・防犯意識の向上 
毎月避難消火訓練を行うことや、防犯訓練を行い、緊急時

の対応を訓練していく。 

⑥ 保育指導内容検討委員会 

当法人の保育指導内容を客観的に検討する、委員会を立ち

上げ、子どもの主体性を育む指導内容の向上と、資質の向

上を図るとともに、言葉がけに関する意識を高めていく。 

４.具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

 

今年度は新型コロナウイルス感染症に非常に影響を受けてしまった 1年であった。未知の 

見えないウイルスに対してどのように対応していけばよいか悪戦苦闘の日々であった。収 

まりそうになると感染が拡大しの連続で子どもの影響や職員の健康管理にも徹底をしてい 

くことによって行事の縮小や、中止を余儀なくされてしまった。今後もインド型など新た 

なコロナウイルスの変異型などが蔓延してく事ともささやかれている。十分注意して先ず 

はないよりも「子どもの登園の保証と保護者の就労の保証のために」何が一番大切かを考え 

活動して参りたい。 

 

 

５．今後取り組むべき課題 

課題 具体的な取り組み方法 

職員のより一層の資質

向上 

職員の資質向上、子育て支援の専門職としてキャリアアッ

プ研修に ZOOMして受講し資格の習得をしていく。 

教育・保育計画の編成 
和光市の保育課程をさらに発展させ、光輪会の全体的な計

画を検討し、新しく作成しなおしてまいりたい。 

教育・保育内容 

０，１，２歳児は引き続き、信頼関係を深める安心感、愛

着形成を満たす保育を充実させ生きる力の土台作りを行っ

ていく。幼児に関しては縦割り保育、アクティブラーニン

グの実践も浸透してきている。 

コロナ感染症に関してもまだまだ予断を許さない状態の為

情報をしっかり把握していくことに勤める。 

 

６.評価項目の光輪会関係者評価 

評価項目 評価 

３－① 園長の配慮により感染の可能性があるような行事等に参加しないよう

にしていたため、園の様子等が例年に比べて見れていない。近隣の自治

会の行事も全く行っていない状況で園の行事が出来ないのも皆さん納

得して頂いているのではないか。卒園式は簡略化されて行われたが皆さ

ん十分感謝しているように感じた。園の方針や思いがしっかり伝わって

いるのではないかと思う。 

３－② 新たな教材を開発し導入して小学校の接続を意識した教育保育を行っ

ていったとの報告を聞き、たえず新しい事にチャレンジする姿勢が素晴

らしいと感じた。この中で出来る事を行っていって下さい。 



３－③ 今年度は当初数か月入園辞退者が続出してしまったとの報告でかなり

経営にも影響が出てしまったとの報告があったが、依然色々な方から光

輪会に入園したいとの話を聞きます。これも先生方の努力の証であると

嬉しく思っています。こんな時ですが引き続き頑張ってください。 

３－④ 学校でも入学式や卒業式、運動会などご家族以外来れないような措置を

とっています。むしろご家族も困難な時に外部との連携を行っていくこ

とは本当に困難だと思います。いつでも連携が出来るように話し合いの

機会だけは作っていって下さい。 

３－⑤ 安全に関しては写真等でも拝見させて頂いたり、記録もしっかりとられ

ていてよくできていると感じます。新型コロナ感染症に関してインド型

などが騒がれています。どの様な方法があるか分かりませんが安全対策

をしっかり行っていって下さい。 

３－⑥ 言葉がけに関するご相談を頂いたとの報告もあった。いる園に伺っても

先生方の立ち振る舞いがとても素晴らしいと感じています。言葉や態

度、姿勢は受け取る方がどの様な受け取り方をするかで変わってきま

す。皆さんが快適に感じる立ち振る舞いを心掛けて下さい。 

７、光輪会関係者の評価総評 

理事・監事・評議員の皆様に光輪会の活動内容を、お話ししご意見を頂いた。 

 限られた数回の来園の機会だけで評価をして頂く事困難な事もあったが資料や写真等を使 

い活動の方法や内容等を説明していった。コロナ禍でほとんどの行事を自粛していったが一 

番の目的を「保育の保証と就労の保証」に切り変えたことを伝え、子ども達が園に来れる環 

境を一番に考えた保育の在り方を伝えた。感染者が 1人でも出てしまいクラスターが起こる 

と園が 2週間開園できなくなってしまう。保育も就労も厳しくなってしまうため、行事等よ 

り日々の生活を優先していきたい事を皆さんに伝え賛同して頂いた。 

 オリンピック等も控えていて感染がどの様になって行くか分からないが、皆さんが安心して

過ごせるような環境整備をして行って頂きたいとのご意見を多数いただきました。 

 

 

 ８、財務状況 

 

別紙光輪会、資金収支計算書・事業活動計算書・貸借対照表 参照 

和光市に開設予定の認定こども園建築・開園運営資金として各施設から本部に繰り入れを 

行ったことを説明した。 

 

http://korinnomori.com/wp-content/uploads/2015/07/d7104f0bc2a5a5a6d8dc60f1c0da0896.pdf
http://korinnomori.com/wp-content/uploads/2015/07/9a1923bc8a5892b72c9df45439b7839b.pdf
http://korinnomori.com/wp-content/uploads/2015/07/7047560c229b2fe1c8efe82c1a0d72c0.pdf

